
(1)　第　63　号

　平成27年度の定期総会は、４月25日（土）、千曲
市稲荷山「杏泉閣」にて開催された。総会に先立ち、
15時から支部長会・学年理事会が持たれ、総会に
諮る議題の審議が行われた。それを基に引き続い
て16時から総会が開かれた。

　
議
事
の
中
心

は
「
同
窓
会
館

建
設
」、「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
鳩

会

」
、
「T

h
e	

P
eople	of	the	
Y
ear

」、「
会
費

の
値
上
げ
」
等

で
あ
っ
た
。

　
総
会
で
は
提

案
さ
れ
た
議
事

は
全
て
承
認
さ

れ
、
特
に
「
同

窓
会
館
建
設
」

に
つ
い
て
は
赤

地
会
長
、
建
設

委
員
会
担
当
の

吉
川
副
会
長
か

ら
細
か
な
経
緯

説
明
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
「
会

費
の
値
上
げ
」

贈
呈
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ

閉
会
と
な
っ
た
。
な
お
、
決
算
な

ど
に
つ
い
て
は
別
稿
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

同
窓
会
館
建
設
関
係

▼
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
四
十
九
年

に
か
け
、
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
同
窓
会
館
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
り
、
約
二
千
万
円
を
募

っ
た
。
折
し
も
こ
の
時
期
、
土
地

の
急
騰
期
を
迎
え
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
二
千
万
円
で
は
同
窓
会
館

建
設
費
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
学
校
側
か
ら
「
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
造
成
及
び
正
門
前

の
整
備
」
に
つ
い
て
強
い
要
望
が

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
寄
付
金
は

こ
れ
ら
の
経
費
に
充
当
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
九
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
同
窓
会
館
建
設
準
備
資

平　成　27　年　８　月　１　日会　　　報　　　　　　　　 鳩

年
で
、
長
谷
川
先
生
は
そ
の
七
年

前
に
退
職
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か

ら
、
伝
説
上
の
先
生
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
遺
伝
学
者
と
し
て
の
論

文
は
た
く
さ
ん
遺
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
瀬
在
博
士
の
お
言
葉
か

ら
、
暫
く
「
教
育
者
と
し
て
の
長

谷
川
先
生
像
」
に
迫
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
　
　
　
○

　
こ
の
度
の
総
会
に
て
、
創
立

九
十
周
年
事
業
で
継
続
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
「
同
窓
会
館
建

設
」
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
着
工

を
満
場
一
致
で
ご
賛
同
賜
り
ま
し

た
。
建
設
予
定
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
附
属
中
学
生
多
目
的
運
動
場

予
定
地
と
と
も
に
、神
尾
様
に
は
、

富
雄
様
（
平
成
二
十
年
一
月
十
四

日
ご
他
界
）
及
び
敦
男
様
の
御
二

代
に
わ
た
り
、
格
別
な
ご
配
慮
を

い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
﨑
和
順
前

会
長
は
じ
め
、
母
校
の
塩
野
英
雄

校
長
先
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
の
国

会
議
員
、
県
・
市
会
議
員
諸
氏
、

及
び
千
曲
市
・
同
議
会
・
教
育
委

員
会
等
の
総
力
を
上
げ
た
熱
意
が

長
野
県
当
局
を
動
か
し
、
多
目
的

運
動
施
設
と
と
も
に
、
会
館
用
地

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
す
べ
て
の
関
係
者
に
は
、
深

甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
同
窓
生
各
位
に
は
会
館
建

設
と
い
う
次
の
段
階
に
向
け
て
の

ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と

と
も
に
、
今
後
と
も
格
別
な
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
長
尾
　
信（
高
９
）

桑
　
原
　
山
岸
教
宏（
高
９
）

川
　
柳
　
柳
澤
一
郎（
高
10
）

信
　
更
　
田
中
　
健（
高
６
）

静
岡
県
　
宮
本
包
夫

　
　
　
　
　
　（
中
18
―
４
）

懇
親
会
盛
況
―

八
十
一
名
出
席

　
総
会
に
引
き
続
い
て
開
か

れ
た
懇
親
会
に
は
総
勢

八
十
一
名
が
出
席
し
た
。
総

会
出
席
者
数
が
ち
ょ
う
ど
百

名
で
あ
っ
た
か
ら
、
八
割
を

超
え
る
方
々
が
そ
の
ま
ま
懇

親
会
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
へ

の
期
待
の
大
き
さ
と
と
も

に
、
新
学
年
理
事
の
方
々
の

熱
意
や
、
こ
れ
ま
で
支
部
を

引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々

の
思
い
の
重
さ
が
表
れ
た
盛

況
の
会
と
な
っ
た
。

　
会
の
中
締
め
と
し
て
児
玉

岳
人
氏
（
高
54
）
元
立
教
大

し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。

▼
新
監
査
委
員
に
宮
林
典
昭
氏

　
平
成
15
年
以
来
12
年
間
に

わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て
ご

尽
力
に
い
た
だ
い
た
猿
渡
晴

久
氏
（
税
理
士
・
高
39
回
）

が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
宮
林

典
昭
氏
（
税
理
士
・
高
29
回
）

が
選
任
さ
れ
た
。

支
部
長
歴
任
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

　
総
会
席
上
、
二
十
六
年
度

で
退
任
さ
れ
た
各
支
部
長

に
、
同
窓
会
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
（
額
縁
）
が
贈
ら
れ

た
。
長
年
に
亘
り
支
部
を
ま

と
め
ら
れ
、
組
織
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
各
位
に
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

五
　
加
　
中
村
忠
勝（
高
６
）

雨
　
宮
　
飯
島
　
誠（
高
６
）

杭
瀬
下
・
新
田

▼
建
設
委
員
（
○
印
委
員
長
）

　
赤
地
憲
一（
高
17
）会
長

○
吉
川
正
徳（
高
22
）副
会
長

　
柳
澤
修
嗣（
高
28
）副
会
長

　
林
愛
一
郎（
高
33
）林
不
動
産

　
伊
東
亮
一（
高
39
）設
計
事
務
所

▼
同
相
談
役

　
石
坂
信
也（
高
11
）相
談
役

　
山
岸
信
蔵（
高
17
）一
級
建
築
士

　
伊
藤
隆
三（
高
19
）㈱
守
谷
商
会

名
誉
会
員
に
二
氏
を

推
挙

　
次
の
二
氏
が
名
誉
会
員
と
し
て

推
挙
さ
れ
た
。

　
瀬
在
幸
安
氏
（
高
１
回
）

　
　
医
学
博
士
、
元
日
大
総
長

　（
同
時
に
千
曲
市
名
誉
市
民
に
）

　
北
沢
俊
美
氏
（
高
８
回
）

　
　
参
議
院
議
員
、
元
防
衛
大
臣

※
関
連
記
事
―
ユ
ー
ス
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
役
員
人
事

▼
事
務
局
長
に
宮
原
一
治
氏

　
高
校
25
回
卒
。
在
学
時
は
柔
道

班
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。
母
校
勤

務
（
平
成
12
〜
18
年
度
）
を
経
て
、

県
教
委
・
保
健
厚
生
課
指
導
主
事

（
同
19
〜
20
年
度
）
に
。
長
野
東

高
校
教
頭
（
同
26
〜
27
年
度
）
等

を
歴
任
し
て
、
今
年
度
か
ら
事
務

局
長
と
併
せ
て
、
再
任
用
教
諭
と

金
の
確
保
」
は
、「
母
校
へ
の
施

設
設
備
の
た
め
の
資
金
協
力
」
と

共
に
、
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
約
一
千
万
円
を
同
窓
会

館
建
設
基
金
と
し
て
積
み
立
て
を

行
い
資
金
面
で
の
礎
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
総
会
に
お

い
て
「
同
窓
会
館
建
設
委
員
会
」

の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
委
員
会
に
お
い
て
会
館
の

機
能
、
規
模
、
位
置
、
資
金
確
保

の
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
も

の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
募
金
期
間

　
平
成
二
十
七
年
九
月
〜

　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
頃
ま
で

　
な
お
、
建
設
時
期
を
大
き
く
左

右
す
る
皆
様
か
ら
の
募
金
に
つ
い

て
は
期
間
を
で
き
る
だ
け
長
く
設

定
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
先
行
し

て
実
施
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
会

員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
基
礎
調
査
（
地
質
測
量
、
埋
蔵

文
化
財
調
査
等
）
及
び
基
本
設
計

　
平
成
二
十
七
年
七
月
〜

▼
着
工
　
募
金
の
進
捗
状
況
等
を

勘
案
し
て
、
実
施
に
移
す
旨
、
承

認
さ
れ
た
。

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

繰　入　金

雑　収　入

前年度より繰越金

6, 000円×新入生283人

（注1）支部3,014名、振込1,436名

千曲鳩会　高54回生ホームカミング鳩会

会員名簿

特別会計より

利子等

423,845

1,698,000

4,500,000

100,000

10,000

0

1,155

6,733,000

予　算　額

423,845

1,698,000

4,450,000

220,000

10,000

75,050

302

6,877,197

決　算　額

0

0

50,000

120,000

0

75,050

853

144,197

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ26. 4. 1～至Ｈ27. 3. 31)収入金額

支出金額

差引残高

6 , 8 7 7 , 1 9 7  円

6 , 2 9 8 , 9 0 6  円

5 7 8 , 2 9 1  円

(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

7

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

総会・懇親会費補助等 

月例役員会等 

餞別金、生花代等 

支部会、東京鳩会への役員出席旅費等 

会報送料、電話料、はがき、切手代 

用紙、事務用品 

ホームページ開設、セキュリティー更新 

会費還元、祝儀等 

会報印刷、大会出場補助、入卒記念品 

事務費、人件費等 

 

取扱手数料、振込み手数料 

光熱費、写真代、お中元等 

PC修理代 

170,000

20,000

120,000

400,000

1,100,000

35,000

10,000

850,000

1,700,000

1,600,000

300,000

265,000

100,000

63,000

6,733,000

100,467

229,573

131,000

309,400

1,178,188

97,021

37,964

827,300

1,454,455

1,337,563

0

286,809

303,442

5,724

6,298,906

69,533

209,573

11,000

90,600

78,188

62,021

27,964

22,700

245,545

262,437

300,000

21,809

203,442

57,276

434,094

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成26年度屋代高等学校同窓会一般会計決算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

雑　収　入

前年度より繰越金

6,000円×282人

活動支部3,000人、遠隔地1,500人

寄付金

利子

578,291

1,692,000

4,500,000

100,000

0

709

6,871,000

本年度予算額

423,845

1,698,000

4,500,000

100,000

10,000

1,155

6,733,000

前年度予算額

154,446

6,000

0

0

10,000

446

138,000

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ27. 4. 1～至Ｈ28. 3. 31)収入金額

支出金額

差引金額

6 , 8 7 1 , 0 0 0  円

6 , 8 7 1 , 0 0 0  円

0  円
(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成会費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

資料作成費、懇親会費補助金

月例本部役員会等 

香典、弔電、餞別

支部会、東京鳩会への役員出席旅費等

会報送料、電話代、はがき、切手代

用紙、事務用品

ソフト操作指導料

会費還元、祝儀等

会報印刷、大会出場補助、入卒記念品等

事務費、人件費等

鳩の会へ

年会費取扱手数料 ･振込手数料

光熱費、複合機リース代他 

170,000

110,000

120,000

400,000

1,200,000

35,000

30,000

850,000

1,700,000

1,500,000

100,000

300,000

300,000

56,000

6,871,000

170,000

20,000

120,000

400,000

1,100,000

35,000

10,000

850,000

1,700,000

1,600,000

300,000

265,000

100,000

63,000

6,733,000

0

90,000

0

0

100,000

0

20,000

0

0

100,000

200,000

35,000

200,000

7,000

138,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成27年度屋代高等学校同窓会一般会計予算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

△

△

△

△

△

△

と
と
も
に
、
瀬
在
先
生
を
軽
井
沢

の
別
荘
に
お
訪
ね
し
て
、
名
誉
市

民
並
び
に
当
同
窓
会
名
誉
会
員
に

つ
い
て
の
ご
意
向
を
お
伺
い
申
し

上
げ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
瀬
在
博
士
の
卓
越
さ
れ
た
ご
功

績
と
と
も
に
感
銘
を
受
け
た
こ

と
は
、
博
士
の
長
谷
川
五
作
先

生
（
一
八
八
〇
・
明
治
十
三
年
〜

一
九
六
三
・
昭
和
三
十
八
年
、
母

校
ご
在
職
：
創
立
時
〜
昭
和
三
十

年
）
に
対
す
る
限
り
な
い
尊
崇
の

念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
学
問
に

対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
大
変
感
化

を
受
け
、
今
で
も
そ
の
思
い
に
変

　
会
員
皆
様
に
は
、
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
残

暑
の
厳
し
い
折
、
ま
ず
は
ご
自
愛

の
ほ
ど
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
心
臓
外
科
分
野
で
わ
が

国
を
代
表
さ
れ
る
瀬
在
幸
安
博
士

（
高
校
第
１
回
・
第
10
代
日
本
大
学

総
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
去
る

六
月
に
千
曲
市
で
は
第
一
号
と
な

る
名
誉
市
民
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
敬
意
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
よ
り
一
ヶ
月

前
、岡
田
千
曲
市
長
の
命
を
受
け
、

島
田
栄
一
秘
書
課
長
（
高
33
回
） 瀬

在
幸
安
博
士
の
栄
誉
を
祝
す

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
一
）

同
窓
会
館
に
素
敵
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

会
長
　
　

赤
　
地
　
憲
　
一
（
高
17
回
）　

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
デ

ル
の
法
則
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）

で
す
が
、
情
報
が
な
い
時
代
に
長

谷
川
先
生
は
す
で
に
そ
の
論
文
を

読
ま
れ
て
お
り
、
ご
自
身
で
も
、

そ
の
「
第
二
法
則
」
を
世
に
問
う

て
お
ら
れ
ま
し
た
。」

　
同
窓
会
支
部
総
会
等
で
の
先
輩

諸
氏
の
懐
旧
談
の
中
、
等
し
く
感

じ
入
る
こ
と
は
、
長
谷
川
先
生
に

話
題
が
及
ぶ
時
、
皆
様
の
表
情
が

柔
和
に
な
り
、
眼
を
輝
か
せ
て
先

生
の
授
業
を
語
り
始
め
る
こ
と
で

す
。
我
々
の
入
学
は
昭
和
三
十
七

の
件
に
つ
い

て
は
重
要
な

案

件

な

の

で
、
今
後
じ

っ
く
り
と
検

討
し
て
い
く

こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。

　
最
後
に
支

部
長
歴
任
者

へ
の
感
謝
状

悲願の同窓会館建設、現実に悲願の同窓会館建設、現実に
平
成
二
十
七
年
度　

定
期
総
会
開
催

学
応
援
部
団
長
の
リ
ー
ド
で

全
員
で
校
歌
を
声
高
ら
か
に

斉
唱
す
る
と
会
の
雰
囲
気
は

最
高
潮
に
達
し
た
。
今
後
の

同
窓
会
活
動
の
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
祈
念
し
て
、
北
島

教
頭
（
高
31
）
の
万
歳
三
唱

で
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

　
Ｙ
氏
よ
り
五
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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会
報
鳩
62
号
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
次
の

方
々
か
ら
ご
芳
志
を
戴
き
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
　
順
不
同
）

　
倉
石
雅
史
（
高
20
）

　
野
澤
秀
宏
（
高
29
）

　「
鳩
の
会
」

　
ご
芳
志
御
礼

　

同
窓
会
館
建
設
へ
の

　

篤
志
寄
付
御
礼
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　「
土
曜
日
、
班
活
で
疲
れ
て
勉

強
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
眠
い

の
に
勉
強
、
疲
れ
て
い
る
の
に
班

活
。
僕
が
入
学
前
に
描
い
て
い
た

苦
痛
の
日
々
が
訪
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
僕
は
こ
れ
か
ら
思
う
よ

う
に
点
数
が
取
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
優
秀
な
成
績
を
修

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
す
が
、

『
数
学
者
に
な
る
』
と
い
う
夢
、

こ
の
学
校
に
来
た
意
味
だ
け
は
、

決
し
て
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。」

　
こ
れ
は
、
五
月
に
書
か
れ
た
附

属
中
学
校
一
年
生
の
日
記
で
す
。

彼
の
よ
う
に
、
多
く
の
生
徒
は
屋

代
高
等
学
校
附
属
中
学
校
へ
来
る

確
か
な
理
由
と
、
六
年
間
で
こ
れ

だ
け
は
や
る
ん
だ
と
い
う
強
い
決

意
を
も
っ
て
入
学
し
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
定
員
の
五
倍
前
後

が
入
学
者
選
抜
を
受
け
て
い
る
こ

と
も
、「
屋
代
高
校
で
学
び
た
い
。

附
属
中
学
校
で
学
び
た
い
。」
と

い
う
思
い
の
表
れ
で
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
生
徒
の
気
持
ち
に
応
え

る
べ
く
、
気
を
引
き
締
め
て
日
々

の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
春
附
属
中
学
校
第
一

期
生
が
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
多
く
が
、
三
年
間
の
附
属
中

学
校
生
活
に
よ
り
大
き
く
成
長
し
、

「
自
信
」
を
つ
け
、「
誇
り
」
を
も

っ
て
屋
代
高
等
学
校
へ
進
学
し
ま

し
た
。
特
に
、
友
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
臨
む
毎
日
の
授
業
、
科
学

リ
テ
ラ
シ
ー
や
卒
業
論
文
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
と
い
っ
た
本
校
独
自
の
学
習
を

通
し
て
、
自
分
に
力
が
つ
い
た
こ

と
を
実
感
し
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。

　
三
年
後
、
彼
ら
が
ど
こ
ま
で
成

長
し
て
い
る
か
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
ま
た
、
そ
の
後
輩
で
あ
る

二
期
生
、
三
期
生
、
四
期
生
も
、

　
　
　
３
年
４
組
　
西
村
友
梨
香

　
私
た
ち
女
子
弓
道
班
は
、
去
る

３
月
27
日
〜
29
日
に
か
け
て
千
葉

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
特
設
弓

道
場
に
て
開
催
さ
れ
た
第
14
回
東

日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会
（
団
体

五
人
制
競
技
）
に
お
い
て
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
全
日
本
弓
道
連
盟
の
後
援
を

受
け
て
お
り
、
北
海
道
、
東
北
、

　
　
　
３
年
６
組
　
小
山
　
千
絵

　
私
は
高
校
一
年
生
の
時
か
ら
ず

っ
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
標

に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
県
大
会

決
勝
で
は
長
野
商
業
の
中
村
あ
ず

さ
さ
ん
が
相
手
。
延
長
の
末
小
手

を
決
め
て
優
勝
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
の
権
利
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
思
え
ば
県
大
会
は
ほ
と
ん
ど
延

長
で
勝
ち
抜
い
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
み
な
今
ま
で
培
っ
て
き
た
体

力
と
精
神
力
に
拠
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も

体
力
・
精
神
力
が
重
要
と
思
う
の

で
、
こ
の
調
子
を
保
ち
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
試
合
に
臨
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
得
意
技
は
「
出
ば

な
面
」
と
「
小
手
打
ち
」。
こ
れ

を
県
大
会
以
上
に
極
め
て
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
も
出
し
て
い
け
た

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

す
る
こ
と
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
団
体
で
出
場
で
き
な

か
っ
た
仲
間
の
分
ま
で
頑
張
っ
て

こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
屋
代

高
校
代
表
、
長
野
県
代
表
と
し
て

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
最

後
ま
で
戦
っ
て
き
ま
す
。

　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
係
主
任

　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
　
仁

　
二
〇
一
五
年
度
入
試
は
、
理
数

先
行
の
新
課
程
初
年
度
入
試
と
な

り
、
そ
の
出
題
内
容
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。
初
年
度
入
試
で
は
平
均

点
が
大
き
く
上
昇
す
る
過
去
の
状

況
と
今
回
は
異
な
り
、
七
科
目

（
九
〇
〇
点
）
の
理
系
全
国
平
均
点

は
五
六
七
点
（
＋
一
点)

、
文
系
は

五
四
三
点
（
＋
九
点
）
で
、
昨
年

と
大
差
の
な
い
結
果
だ
っ
た
（
本

校
理
系
は
五
七
六
．
二
点
、
文
系

は
五
五
四
．
二
点
）。
そ
の
結
果
、

昨
年
ま
で
つ
づ
い
た「
文
低
理
高
」

傾
向
に
若
干
の
歯
止
め
が
か
か
っ

た
が
、「
難
関
大
」「
地
元
国
公
立

大
」「
資
格
取
得
」
指
向
の
志
願

状
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

　
本
校
生
は
、
約
九
九
％
が
セ
ン

タ
ー
試
験
に
出
願
し
、
中
後
期
日

程
ま
で
諦
め
ず
に
粘
り
、
現
役
国

公
立
大
合
格
者
数
は
過
去
三
年
間

で
は
最
多
の
一
二
五
名
。
国
公
立

大
合
格
率
と
進
学
率
は
県
下
一
位

と
健
闘
し
た
。
主
な
合
格
内
訳
は

信
大
四
〇
名
（
過
去
三
年
最
多
。

医
学
科
は
一
名
）、
北
海
道
二
名
、

東
北
六
名
、
東
京
工
業
一
名
、
東

京
医
科
歯
科
一
名
、
千
葉
三
名
、

彼
ら
に
続
い
て
大
き
く
成
長
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

高
等
学
校
並
び
に
附
属
中
学
校
を

物
心
両
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

お
陰
様
で
、
附
属
中
学
校
で
は
、

本
年
度
も
「
姨
捨
の
棚
田
体
験
学

習
」を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
全
校
の
九
割
の
生
徒
が
班

に
所
属
し
、
日
々
の
練
習
や
活
動

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
な
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第　63　号　(2)

　
赤
地
憲
一
同
窓
会
長
を
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
長
を
務
め
二
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
昨
年
度
を
振
り
返
っ
た

時
、
卒
業
生
の
各
地
で
の
活
躍
の

報
に
接
し
う
れ
し
く
思
う
と
同
時

に
、
改
め
て
今
後
も
一
線
で
活
躍

で
き
る
骨
太
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

て
い
く
べ
く
心
を
新
た
に
し
て
い

る
次
第
で
す
。

　
附
属
中
学
校
は
本
年
度
一
期
生

八
十
名
全
員
が
高
校
の
普
通
科
へ

進
学
し
ま
し
た
。
中
高
を
合
わ
せ

て
全
校
で
千
百
名
弱
の
県
下
最
大

規
模
の
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
普

通
科
・
理
数
科
に
中
高
一
貫
が
加

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
と
強
み

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
完
成
期
充

実
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
研
究
指
定

も
第
三
期
目
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
中
、
高
大
連
携
、
課
題
研
究
、

一
人
一
研
究
、
希
望
者
に
よ
る
米

国
研
修
等
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

し
て
お
り
ま
す
。
先
日
も
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
、「
科
学

者
の
心
得
―
女
性
科
学
者
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
か
ら
」
と
い
う
題
で
東

京
工
業
大
学
の
松
下
祥
子
先
生
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

校
に
は
今
注
目
の
「
リ
ケ
ジ
ョ
」

も
多
く
、
熱
心
に
質
問
を
投
げ
か

け
て
お
り
ま
し
た
。

　
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
も
全
国
レ
ベ
ル
の
活

躍
を
見
せ
、
昨
年
度
末
に
行
わ
れ

た
「
知
の
甲
子
園
」
に
お
い
て
全

国
三
百
チ
ー
ム
の
中
か
ら
本
校
四

チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
筆
頭
に
八
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

活
動
に
お
い
て
も
そ
の
活
躍
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
信
州
若
者
１
０
０
０
人
会
議
」

に
端
を
発
す
る
本
校
卒
業
生
「
ハ

　
去
る
六
月
十
四
日
、
神
奈
川
県

内
で
行
わ
れ
た
「
日
本
学
生
陸
上

選
手
権
」
の
女
子
１
０
０
Ｍ
で
、

富
山
大
学
医
学
部
５
年
生
の
宮
澤

有
紀
選
手（
高
校
第
61
回
・
普
通
科
）

が
自
己
ベ
ス
ト
の
11
秒
60
で
優
勝

し
た
。「
医
学
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

候
補
選
手
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て

ト
ノ
ス
」
に
よ
る
自
主
的
活
動
に

も
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
に
よ
る
「
屋
高
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
等
を
含
め
、
生
徒
一
人

一
人
が
将
来
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
く
か
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

根
本
を
大
切
に
し
た
指
導
を
、
生

き
生
き
と
し
た
生
徒
の
育
ち
に
繋

げ
て
い
く
大
切
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
中
教
審
に

お
い
て
教
育
関
連
の
議
論
が
活
発

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
と
り

わ
け
高
大
接
続
に
関
し
て
は
大
学

入
試
制
度
改
革
に
係
る
議
論
も
大

き
く
進
展
し
て
お
り
ま
す
が
、
狭

義
の
制
度
改
革
へ
の
対
応
に
と
ど

ま
ら
ず
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
た
め
学
び
続
け
る
生
徒
た
ち
が
、

有
為
な
る
青
年
と
し
て
母
校
を
巣

立
っ
て
い
け
る
よ
う
、
最
大
限
の

努
力
を
今
後
と
も
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
二
一
世
紀
を
生
き
抜
く
骨

太
で
野
性
味
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
が

輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
屋
代
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
筆
を

お
き
ま
す
。

関
東
、
北
信
越
の
各
県

の
代
表
一
位
、
二
位
及

び
前
年
度
優
勝
校
の
44

校
が
集
ま
る
極
め
て
大

き
な
大
会
で
し
た
。
こ

う
し
た
強
豪
校
の
犇
く

中
で
優
勝
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
も
常

日
頃
ご
指
導
く
だ
さ
る

顧
問
の
先
生
方
や
、
同

窓
会
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
々
の
ご
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
続
い
て
５
月
16
、
17

日
に
は
高
校
総
体
北
信

予
選
で
も
団
体
戦
で
優

勝
。
６
月
６
、
７
日
の

県
大
会
で
も
団
体
、
個

人
（
２
年
６
組
利
根
川

聖
花
）
と
も
に
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
で
す
。
持

ち
前
の
明
る
さ
と
全
員

で
補
い
合
う
力
で
頑
張

っ
て
き
ま
す
。
今
後
と

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
り
、
六
月
二
十
五
日
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
「
ス
ポ
プ
ラ
」
で
特
集

が
組
ま
れ
た
。
六
月
二
十
八
日
の

「
日
本
選
手
権
」
に
お
い
て
も
全
国

２
位
に
な
っ
た
の
で
同
窓
会
か
ら

特
別
表
彰
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
本

紙
「
ユ
ー
ス
版
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。）

勝
利
の
要
因
で
す
。

　
僕
達
の
夢
は
ま
だ
完
結
し
て
い

ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
舞
台

で
も
「
チ
ー
ム
力
」
を
発
揮
し
て

勝
ち
進
み
た
い
。
皆
が
チ
ー
ム
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
。「
考
え
る

力
」
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
僕

達
は
ま
だ
ま
だ
進
化
し
ま
す
。
こ

の
チ
ー
ム
で
も
っ
と
も
っ
と
思
い

出
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
僕
達
が
こ
こ
ま
で
来

れ
た
の
も
顧
問
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
保
護
者
の
方
々
、
応
援
し
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
の

お
蔭
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
屋
代
高
校
生
と
し
て
の
誇

り
を
胸
に
全
力
で
全
国
に
挑
戦
し

て
き
ま
す
！

筑
波
二
名
、
横
浜
国
立
一
名
で
あ

る
。
ま
た
、
僅
差
で
合
格
を
逸
し

た
が
、
東
京
大
に
現
役
生
三
名
が

挑
み
、
最
難
関
へ
挑
戦
す
る
気
運

も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
本
校
生
は
「
三
兎
（
勉
学
・
班

活
・
学
校
行
事
）」
を
全
力
で
追

う
こ
と
で
「
自
立
と
自
律
」
の
質

実
剛
健
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
の
中
で
、
さ
ら
に
高
い
目
標
へ

照
準
を
上
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て

の
志
望
進
路
実
現
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
班
長

　
　
　
　
３
年
７
組
　
榊
原
一
真

　
県
大
会
決
勝
戦
。
激
戦
を
制
し

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
切
符
を
手

に
入
れ
た
瞬
間
の
感
動
は
忘
れ
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の
努
力
が
最
高
の

結
果
と
し
て
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し

た
。

　
僕
達
は
新
人
戦
県
大
会
で
優
勝

は
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
二
位

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後

に
栄
冠
を
手
に
し
た
の
は
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
が
好
き
で
、
仲
間
を
信

じ
連
携
が
取
れ
た
と
い
う
点
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
屋
代
の
ハ
ン
ド

の
強
さ
は
「
チ
ー
ム
力
」。
一
人

一
人
の
光
る
プ
レ
ー
を
活
か
し
つ

つ
、
弱
い
と
こ
ろ
を
補
う
。
一
人

で
は
限
界
が
あ
っ
て
も
チ
ー
ム
で

一
丸
に
な
れ
ば
、
プ
レ
ー
の
幅
が

ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
が

会　　　報　　　　　　　　 鳩

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

　
　
学
校
長
　
塩
　
野
　
英
　
雄

“
女
医
ナ
ー
〟
宮
澤
有
紀
さ
ん
、
学
生
日
本
一

附
属
中
学
校
へ
の
思
い

　
　
副
校
長
　
篠
　
原
　
謙
　
治

女
子
弓
道
班
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

東
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会
優
勝
！

県
大
会
（
団
体
）
優
勝
！

個
人（
利
根
川
聖
花
）
も
優
勝
！

　
剣
道
（
個
人
戦
）
優
勝

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て

　

入
試
結
果
と

　
　
今
後
の
展
望

　
国
公
立
大
合
格
率
と

　
進
学
率
は
県
下
一
位

班　名

運動班関係の成績

サッカー
ハンド
ボール

柔　道

陸　上
水　泳
バスケット
ボール
バレー
ボール

剣　道

山　岳

バドミ
ントン

卓　球

テニス

ソフト
テニス

弓　道

空手道

男子
女子

男子

女子

男子
女子
男子
女子
男子

女子

男子
女子
男子
女子
男子
女子

男子

女子

男子
女子
男子

女子

男子

女子

２回戦敗退
２位
２位

団体３位

２位
ベスト８
２回戦敗退
１回戦敗退
団体２位

団体４位

１回戦敗退
１回戦敗退
学校対抗５位
学校対抗５位

団体２位

団体３位

１回戦敗退

団体
形・組手優勝

個人
66Kg級　内堀紘徳　優勝
66Kg級　滝澤広貴　２位
73Kg級　岡宮拓実　２位
81Kg級　菊池　凌　２位
個人
52Kg級　花立芽吹　２位
男子100ｍ　田中　悠３位
50ｍ自由形　伊東拓海３位

個人
小山千絵　優勝
小山菜緒　４位

男子ダブルス
桜井・北澤　３位
女子ダブルス
小林・勝野　３位

個人
利根川聖花　９位
個人形
長山慧　優勝
組手
長山慧　優勝
柏崎匡人　２位
個人
形・組手　中村美琴　優勝

北信越大会・全国高校総体出場
北信越大会出場
北信越大会出場
66Kg級　内堀紘徳
66Kg級　滝澤広貴
81Kg級　菊池　凌

北信越大会・全国高校総体出場
個人　小山千絵

北信越大会出場

北信越大会・全国高校総体出場
女子団体・個人　利根川聖花

北信越大会出場
団体組手

北　信　大　会

優勝
４位

団体一回戦

県大会出場

ベスト８
１回戦

団体ベスト８

３位

団体ベスト８

団体ベスト８

団体優勝

団体
組手３位

個人
66Kg級　内堀紘徳　ベスト８
66Kg級　滝澤広貴　ベスト８
81Kg級　菊池　凌　３位

個人
小山千絵　優勝

個人
利根川聖花　優勝

個人形
長山慧　３位

県　大　会 備　　　考

4. 短期大学合格者数

5. 専門学校・大学校等合格者数

2. 国立大学合格者数
国立大学 既卒 合計現役 公立大学 既卒 合計現役

私立大学 私立大学既卒 合計現役 既卒 合計現役

短期大学 既卒 合計現役

専門学校等 既卒 合計現役

1. 平成27年度入試　合格者数

2015年度　屋代高等学校　大学入試結果

101
24
125
252
10
9

30
7
37
204
0
0

131
31
162
456
10
9

北海道
北海道教育 旭川
東　北
山　形
福　島
茨　城
筑　波
宇都宮
群　馬
埼　玉
千　葉
東京医科歯科
東京学芸
東京工業
東京農工
横浜国立
新　潟
上越教育
富　山
金　沢
福　井
山　梨
信　州
静　岡
岐　阜
愛知教育
名古屋
京都教育
兵庫教育
奈良教育
鳥　取
岡　山
　国立大　計

高崎経済
前橋工科
群馬県立県民
群馬県立女子
埼玉県立
横浜市立
新潟県立
新潟県立看護
富山県立
長岡造形
石川県立
福井県立
都留文科
山梨県立
長野県看護
静岡県立
兵庫県立
名古屋市立
大阪府立
　公立大　計
国公立大合計

2
1
6
2
1
3
2
5
3
2
3
1

1
1
1
6
2
6
5

2
40
1
1

1
1
1
1

101

2

1
1

1
2
1

2

3

1
1
10
2

1
1
1

30

2
1
8
2
2
4
2
5
4
4
4
1
2
1
1
1
9
2
6
5
1
3
50
3
1
1
1
1
1
1
1
1

131

5
1
1
1
1
2
1
1
1

1
2
3
1
1
1
1

24
125

1
1

2

1

1
1
7
37

6
2
1
1
1
2
1
1
1
2
1
3
3
1
1
1
1
1
1
31
162

青山学院
大妻女子
桜美林
学習院
北　里
共立女子
杏　林
工学院
國學院
国士舘
駒　澤
駒沢女子
実践女子
芝浦工業
順天堂
上　智
昭　和
昭和女子
昭和薬科
女子栄養
成　蹊
成　城
聖心女子
専　修
大東文化
大　正
玉　川
中　央
津田塾
帝　京
東　海
東京家政
東京経済
東京工科
東京女子
東京電機
東京農業
東京理科
東　邦
東　洋
二松學舍
日　本
日本女子
日本赤十字看護

3
5
1
1
1
5
6
4
7
2
13
1
2
4
2
1
1
2
2
1
6
2
1
10
2
3
6
9
1
2
8
3
1
3
2
1
2
4
1
12
2
8
3
1

5

8

1
2
6

8

15

2

9
4

8

3
8
1
1
6

3
6
11
3
11

6
2

8
5
1
1
9
5
7
6
13
2
21
1
2
19
2
1
1
2
2
1
8
2
1
19
6
3
6
17
1
5
16
4
2
9
2
4
8
15
4
23
2
14
5
1

3. 私立大学合格者数
私立大学 既卒 合計現役

国際医療福祉
群馬パース
高崎健康福祉
城　西
獨　協
文　教
文京学院
帝京平成
千葉科学

3
2
3
1
4
10
1
1
1

3

1
8

6
2
3
1
5
18
1
1
1

6
3
1
5
5
3
1
1
1

5
3
1
2
4
2
6
1
3
1
1
2
1
1
1
1
8

252

10

2

6
1
2
4
3
1
12
1

5

3

2

7
4

204

16
3
3
5
11
4
3
5
4
1
17
4
1
2
4
2
11
1
3
1
1
5
1
3
1
1
15
4

456

国立看護大学校
長野赤十字看護
国立上田医療センター看護
その他
専門学校等 計

1
3
1
4
9

0
0
0
0
0

1
3
1
4
9

長野県短
清泉女学院短
飯田女子短
　短大　計

8
1
1
10

0
0
0
0

8
1
1
10

法　政
武　蔵
東京都市
武蔵野
明　治
明治学院
明　星
立　教
早稲田
神奈川工科
神奈川
関東学院
東洋英和女学院
フェリス女学院
新潟医療福祉
新潟薬科
金沢工業
佐　久
長野保健医療
愛知学院
金城学院
中　京
藤田保健衛生
京都産業
京都女子
佛　教
立命館
近　畿
　私立大　計

既　卒 合　計現　役

現役生 ７クラス（266名)

校種別総計

国立大　計
公立大　計

国公立大計
私立大　計
短　 大  計

専門学校など 計

現役・既卒生
延べ合格者数
大学別(　　　)

母校現況　後輩の活躍


